
　

　■お手入れに関する事項
① レーザー光窓は光学ガラスを採用しているため、濡れたり汚れている
と高精度の検出ができなくなることがあります。柔らかい布などで 
ふき 取ってください。

② 本機が汚れたときは、乾いた柔らかい布でふき取ってください。
汚れがひどいときは、水にひたした布をよくしぼって ふき取ります。
その後、もう一度乾いた柔らかい布で水分をふき取ってください。

③ 本機を水洗いしないでください。故障の原因となることがあります。

・レーザーモジュールは円錐ミラーを採用
一つのレーザーヘッド組から３６０°全周にわたりレーザー
ラインを照射可能
水平高約８ｍｍ、出墨０ｍｍ、入墨約１０mm照射可能

・電源４ways使用可能
専用リチウムイオン充電池、単３アルカリ乾電池×４本
AC１００Vコンセント、市販のモバイルバッテリ

・自動補正OFF機能（自動補正OFFモード）
自動補正OFF機能は、振子をロックした状態でレーザーライン光
を照射しますので任意の角度に傾斜したラインに墨出し作業を
する場合に利用できます。

■レーザー光に関する事項
本機はレーザー光を投射します。レーザー安全基準（ＪＩＳ Ｃ6802：2014）
のクラス２に準拠していますが、以下の内容に注意してください。
① 光学器具で直接レーザー光を見ないでください。
望遠鏡やルーペなどでレーザー光を直接見ると危険です。

② レーザー光を直接のぞかないでください。
③ レーザー光の光路は眼の高さを避けるようにしてください。
④ レーザー光の光路に立ち入らないようにしてください。
⑤ レーザー光の光路に反射物を置かないでください。
⑥ レーザー光を他の人に向けないようにしてください。
レーザー光を連続して見ると、視力傷害を起こすことがあります。
傷害が疑われる場合は速やかに医師の診断を受けてください。

■作業環境・運搬に関する事項
① 収納ケースに本機を入れて持ち運ぶ場合は、収納ケースの掛け金
締めてください。本機が落下してケガの原因になります。

② 可燃性の液体・ガス・粉じんのある場所でご使用しないでください。
③ 使用中は子供や第三者を作業場に近づけないでください。
④ 絶対に分解や改造をしないでください。
本機を分解、改造する際に感電や故障の原因となります。

① 作業場は、整理整頓し、いつもきれいに保ってください。
ちらかった暗い場所や作業台は、事故の原因となります。

② エレベータ三脚（市販品）に取り付けたまま移動しないでください。
転倒してぶつけたり、ゲガの原因となることがあります。

③ 本機に強い振動・衝撃を与えないでください。
過度な衝撃は破損や性能低下をまねくことがあります。

④ 本機を移動させるときは、電源スイッチをOFFにしてお持ちください。
作業が終了したら電源スイッチをOFFにしてください。

⑤ 異常が認められた時は、本機をお使いにならないでください。
⑥ 運搬する場合は収納ケースに入れて運んでください。
⑦ 本機は必ず収納ケースに入れ、高温、多湿、振動、ほこりの多い場所を
避けて保管してください。

⑧ 長い間ご使用にならない場合は、専用リチウムイオン充電池や乾電池を
取り 外してください。専用リチウムイオン充電池や乾電池から液が漏れ
出して 故障の原因になります。漏れ出した液体に不用意に触れないで
ください。

⑨ 電池ボックスの蓋はしっかり閉じてください。
⑩ ＡＣアダプタは専用ＡＣアダプタをご使用ください。
⑪ 水滴や汚れがガラス面に残ったままご使用しないでください。
レーザー光射出窓のガラス面に水滴や汚れがあると、レーザー光が暗く
なったり形状が変わることがあります。
また、精度も維持できなることがあります。

⑫ グリーンレーザー光は視認性が高いため外部のガラス等の反射光や
暗い室内では内部からの反射光が視認できる場合があります。

⑬ ご使用される人へレーザー光の危険性などについてご指導ください。

本製品を安全にお使いいただくために、この取扱説明書では注意事項を次のよう
に使い分けています。いずれも安全に関する重要な内容ですので、ご使用前に
よくお読みの上必ずお守りください。

　　　　　取り扱いを誤ると使用者が死亡または障害を負う
　　　　　可能性のある内容のご注意。
　　　　　取り扱いを誤ると使用者が傷害を負う可能性または
　　　　　物損事故が発生する可能性のある内容のご注意。

　　 製品および付属品の取り扱いなどに関する重要なご注意。

  

 ① 本機を雨ざらしにしたり、湿った場所でご使用しないでください。
電池ボックスに水が入り、専用リチウムイオン充電池が短絡する恐れが
あります。

② 専用リチウムイオン充電池を水などで濡らさないでください。
感電・発熱・発火の原因となる恐れがあります。

③ 専用リチウムイオン充電池の端子部を金属などで接触させないでください。
短絡して発熱・発火・破裂の原因となります。

④ ご使用済みの専用リチウムイオン充電池は一般家庭用ゴミとして棄てない
でください。
ゴミ収集車内で破裂し、発火・発煙の原因となる恐れがあります。

⑤ 専用リチウムイオン充電池は、火への投入、加熱をしないでください。
発火・破裂の恐れがあります。

⑥ 直射日光のあたる場所や火のそば、炎天下に駐車した車内、火のそばなど
高温になる場所でのご使用・保管・放置をしないでください。
発火・破裂の恐れがあります。

⑦ 専用リチウムイオン充電池に衝撃を与えたり分解・改造しないでください。
発熱・発火・破裂の恐れがあります。

⑧ 専用リチウムイオン充電池を正しく充電してください。
・専用ＡＣアダプタとＵＳＢケーブル（付属品）を使用してください。
・周囲温度が４０℃以上で充電しないでください。破裂・火災の恐れがあります。
・換気のよい場所で充電してください。
・充電中は布などで覆わないでください。破裂・火災の恐れがあります。
・ＵＳＢプラグは根元まで確実に差し込んでください。
・本機を専用ＡＣアダプタでご使用の際は乾電池ホルダーを取り外してく
ださい。故障の原因になる恐れがあります。

⑨ 子供の手の届かないところに保管してください。 ケガの原因となります。

 

　

特徴
■本機

※仕様および形状などは改良のため変更する場合があります。
※仕様値は使用環境条件等により異なります。

注

① 専用リチウムイオン充電池は、充電完了または本機から外した後は、収納
ケースに保管してください。

② 専用リチウムイオン充電池の接点に水分やほこりがつかないように注意し
てください。

③ 充電が完了したら速やかにＵＳＢケーブルを外して充電を終了してください。

主要機能

安全・使用上の注意事項

注意
警告

■警告に関する事項警告

■注意に関する事項注意 ■専用リチウムイオン充電池に関する事項警告 ■専用リチウムイオン充電池に関する事項注意

アルコール、ベンジン、シンナーなどの揮発性のものは使わないでください。
（変色、変形、変質の故障の原因になります。）

注

 ご使用前に必ずお読みください
このたびはレーザー墨出し器をお買い上げいただき、誠にありがとうございます。 
●この取扱説明書を必ずお読みになり、実際に本製品を操作しながらご確認
下さい。また本書を大切に保管して下さい。

●ご使用の前に本機ならびにすべての付属品がそろっているかご確認下さい。 
●取扱説明書の内容は予告なく変更する場合がありますので、あらかじめ
ご了承下さい。
●取扱説明書の図は説明を分かりやすくするために、実際とは多少異なる
場合があります。
●製品の外観及び仕様を改善の為予告なく変更する場合があります。 

 ご使用前に必ずお読みください

取扱説明書（注意事項編）

レーザー墨出し器

TLL-３DG



標準付属品

収納方法

修理のご依頼をする前に

① 円形気泡管　　　　　　　　　④ 説明ラベル
② 操作パネル　　　　　　　　　⑤ＡＣアダプタ入力端子カバー
③ 電池ボックス蓋

■本機
各部の名称（１） 各部の名称（２）

 

専用ＡＣアダプタ ＵＳＢケーブル 肩掛けベルト

ターゲット   取扱説明書（本書）

乾電池ホルダ

 取扱説明書（２） 収納ケース

納入時、本機下に収納
納入時、本機に収納

■受光器セット(バイス・９Ｖ積層乾電池(テスト用)・取扱説明書)
別販売品

受光器をご使用の場合、必ず本機を受光器モードにしてご使用
ください。

注

① 昇降台　　　　　　　　　　⑦ 専用リチウムイオン充電池
② 本機　　　　　　　　　　　　　　又は
③ ターゲット　　　　　　　　　 乾電池ホルダ
④ 三脚台座　　　　　　　　　⑧ 専用ＡＣアダプタ
⑤ ＵＳＢケーブル　　　　　　⑨ 取扱説明書（２種）
⑥ ベースプレート
　　

①

②

③

④

⑤

⑥

⑧

⑨

⑦

⑥ 垂直レーザー光窓（８ヶ所）　⑧ 電源スイッチ
⑦ 水平レーザー光窓（４ヶ所）

⑥

⑦

⑧

 昇降台  三脚台座  ベースプレート 専用リチウムイオン
充電池（２個）

Ｑ１．レーザーが照射されない。または暗い。
　　Ａ、乾電池の＋、－は正しく装てんされていますか？
　　Ａ、電池の残量は十分ですか？電池を交換してみてください。
　　Ａ、電池の個体差や環境により電源パイロットランプが点滅しなく
　　　　てもレーザーが暗くなる場合がありますので電池を交換してく
　　　　ださい。
Ｑ２．レーザーライン光がぼやけて見える。
　　Ａ、レーザー光窓のガラスに結露はありませんか？
　　　　結露がなくなるまでしばらく時間をおいてください。
　　Ａ、レーザー光窓のガラスに指紋やほこり、水滴などが付着してい
　　　　ませんか？
　　　　柔らかい布で軽く指紋やほこり、水滴をふきとってください。
　　Ａ、電池残量が不足していませんか？
　　　　電池を交換してみてください。
Ｑ３．レーザーライン光が太く見える。
　　Ａ、グリーンレーザーは視認性が高いため、ご使用環境により太く
　　　　見えるときがありますが異常ではありません。モードボタンを
　　　　操作して作業環境に合わせたライン光の明るさで作業してくだ
　　　　さい。
　　　　特別付属品の受光器をご使用の場合は、受光器モードを選択し
　　　　てください。

■操作パネル

①　自動補正ＯＦＦ表示
　　 自動補正ＯＦＦモード時には点滅してお知らせします。

②　「高輝度／補正ＯＦＦボタン」
　　 ・ボタンを押すごとにライン光の輝度が切替ります。
　　 ・電源スイッチがＯＦＦ時、長押しすると自動補正ＯＦＦモード
　　 　になります。

③　高輝度表示
　　 輝度が高輝度モード時に点灯します。

④　「縦ボタン」
　　 ボタンを押すごとに垂直ライン光が切替わります。

⑤　「横ボタン」
　　 ボタンを押すごとに水平ライン光が切替わります。

⑥　電源パイロットランプ表示
　　 電源がＯＮの状態では点灯します。
　　 電池残量が低下した場合、点滅します。　

① 直接床面に置く
　  床面に設置した時、気泡管の泡がサークル内に
　  あるか確認してください。
　  床面から約８ｍｍの高さで水平ラインが照射します。

② 昇降台に置く
　  昇降台に設置した時、気泡管の泡がサークル内
　  にあるか確認してください。
　  床面から約３５ｍｍ～９０ｍｍまでの高さで水平
　  ラインが照射します。

③ 三脚台座に取り付ける
　  設置した後、気泡管の泡がサークル内
　  にあるか確認してください。

　  本機のクロスレーザーラインを地墨点（基準点）
　  に簡単に一致させることができます。
　  微動つまみを回すことで基準合わせが容易に
　  行えます。

本機の据え付け方

三脚台座の使用方法につきましては、別紙「使用方法編」の各付属品
の使用方法を参照してください。

注

④ エレベータ三脚（市販品）への取り付け方
　  本機用エレベータ三脚を使用する場合は、標準付属品の
　  ベースプレートもしくは三脚台座を使用します。
　  Ｗ５／８三脚取り付けネジを使用して取付けます。
　  気泡管の泡がサークル内にあるか確認してください。

・ベースプレートと三脚台座の取付け方法については、別紙
　「精度点検／動作使用編」の各付属品の使用方法を参照し
　てください。

・三脚台座をご使用する場合、エレベータ三脚を上昇させて
　三脚台座の脚が当たらないようにして取り付けてください。

・三脚に取付ける場合はあまりきつく取付け部を締め付けな
　いでください。故障の原因になります。

注

①

②

③

④

⑤

①
②
③
④

⑤

⑥

 

 

 

 

 

 

 

 ご使用前に必ずお読みください
このたびはレーザー墨出し器をお買い上げいただき、誠にありがとうございます。 
●この取扱説明書を必ずお読みになり、実際に本製品を操作しながらご確認
　下さい。また本書を大切に保管して下さい。
●ご使用の前に本機ならびにすべての付属品がそろっているかご確認下さい。 
●取扱説明書の内容は予告なく変更する場合がありますので、あらかじめ
　ご了承下さい。
●取扱説明書の図は説明を分かりやすくするために、実際とは多少異なる
　場合があります。
●製品の外観及び仕様を改善の為予告なく変更する場合があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 ご使用前に必ずお読みください

取扱説明書（注意事項編）

レーザー墨出し器
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 ご使用前に必ずお読みください
このたびはレーザー墨出し器をお買い上げいただき、誠にありがとうございます。 
●この取扱説明書を必ずお読みになり、実際に本製品を操作しながらご確認
　下さい。また本書を大切に保管して下さい。
●ご使用の前に本機ならびにすべての付属品がそろっているかご確認下さい。 
●取扱説明書の内容は予告なく変更する場合がありますので、あらかじめ
　ご了承下さい。
●取扱説明書の図は説明を分かりやすくするために、実際とは多少異なる
　場合があります。
●製品の外観及び仕様を改善の為予告なく変更する場合があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 ご使用前に必ずお読みください

取扱説明書（精度点検編）
（使用方法編）

レーザー墨出し器

TLL-３DG

取扱説明書 

受光器　ＴＬＤ－０１Ｇ

 ご使用前に必ずお読みください

このたびは本製品をお買い上げいただき、ありがとうございます。 

●この取扱説明書を必ずお読みになり、実際に本製品を操作しながら

　　ご確認下さい。また本書を大切に保管して下さい。 

●取扱説明書の内容は予告なく変更する場合がありますので、あらかじめ
　　ご了承下さい。

●取扱説明書の図は説明を分かりやすくするために、実際とは多少異なる
　　場合があります。

●製品の外観及び仕様を改善の為予告なく変更する場合があります。 
 



精度の点検（２）

精度の点検（１）
③ 再び三脚台座の回転機能により本機を180°回転させて 壁面
　 Ｈ１の近くに本機を移動します。

④ 壁面Ｈ１に照射された縦ラインと水平ラインの交点に印を
　 つけてＡ’とします。

⑤ その場で三脚台座の回転機能より180°回転させて、壁面
　 Ｈ２に照射された縦ラインと水平ラインの交点に印をして
 　Ｂ’とします。

壁面H１ 壁面H２

Ａ Ｂ

５ｍ

壁面H１ 壁面H２

Ａ Ｂ

５ｍ
Ａ’

壁面H１ 壁面H２

Ａ Ｂ
Ａ’ Ｂ’

本機を１８０°
回転させて

５ｍ

⑥ ＡとＡ’の幅をスケールで測りＸとします。同様にＢとＢ’の
　 幅をスケールで測りＹとします。
　 ＸとＹの差が１ｍｍ以内であれば正常です。
⑦ 上述１の状態で本機を90°ずつ回転させて①～⑥の作業を
　 繰りかえし、４面すべての水平精度確認をしてください。
⑧ズレが許容値を超えている場合は、調整・修理が必要です
　ので販売店を通じて当社へご依頼ください。

■さげ振りの点検

① 天井が３ｍ程度の高さで、振動がなくできるだけ平らな場所
 　を選びます。

② お手持ちのさげ振りを天井付近に設置します。

③ 本機を壁面から２．５ｍ離して設置します。

④ 気泡管の泡がサークル中央にくるよう合わせます。

⑤ ライン光照射モードを全ライン光照射に設定します。

⑥４本の垂直ライン光をそれぞれさげ振りの糸に合わせます。

⑦ さげ振りの糸とライン光が上下とも一致していれば正常です。

⑧ ライン光が糸からズレている場合は、調整・修理が必要です
　 ので販売店を通じて当社へご依頼ください。

　 

精度の点検（３） 精度の点検（４）

 

 

 

 

 

 

 

 ご使用前に必ずお読みください
このたびはレーザー墨出し器をお買い上げいただき、誠にありがとうございます。 
●この取扱説明書を必ずお読みになり、実際に本製品を操作しながらご確認
　下さい。また本書を大切に保管して下さい。
●ご使用の前に本機ならびにすべての付属品がそろっているかご確認下さい。 
●取扱説明書の内容は予告なく変更する場合がありますので、あらかじめ
　ご了承下さい。
●取扱説明書の図は説明を分かりやすくするために、実際とは多少異なる
　場合があります。
●製品の外観及び仕様を改善の為予告なく変更する場合があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ご使用前に必ずお読みください

 

本製品は精密機械ですので、常に調整された適切な状態で維持
されなくてはなりません。機器による測定結果は使用者の責任
です。
ご使用前に必ず次の手順で精度の点検をしてください。

■水平ラインの点検
① 図のようにできるだけ水平な床の壁面間が５ｍある部屋で
　 三脚台座に取り付けた本機を部屋の中央に設置し、正確に
　 気泡管を合わせて全てレーザーを照射させます。壁面Ｈ１
　 に照射された縦ラインと水平ラインの交点に印をしてＡと
　 します。

② その場で三脚台座の回転機能より本機を180°回転させて
　 壁面Ｈ２に照射された縦ラインと水平ラインの交点に印を
　 してＢとします。 

壁面H１

Ａ

壁面H２

２.５ｍ２.５ｍ

壁面H１

Ａ

壁面H２

Ｂ

本機を１８０°
回転させて

２.５ｍ ２.５ｍ

■通り芯の点検
① 約１１ｍ程度の水糸を用意して出来るだけ水平な床にピンと
　 張り、その糸の中央を０点、0点から５ｍずつ離れた点をそ
　 れぞれＡ点Ｂ点とします。

② 三脚台座に取付けた本機の縦ラインをすべて照射させ地墨
 　十字線を０点に正確に合わせ縦ライン１をＡ点に正確に合
　 わせます。
 　この時、Ｂ点と実際のレーザーラインのズレ量をスケール
　 で測ります。ズレ量が２ｍｍ以下なら正常です。

③ 本機を90°移動させて地墨十字線を０点に正確に合わせ縦
 　ライン２を正確にＡ点に合わせます。この時、Ｂ点と実際
　 のレーザーラインのズレ量をスケールで測ります。ズレ量
 　が２ｍｍ以下なら正常です。

Ａ Ｂ５ｍ ５ｍ０

　 Ａ Ｂ５ｍ ５ｍ０

Ａ Ｂ５ｍ ５ｍ０

■おおがねの点検
① 「通り芯の点検」②の状態から縦ライン２から照射されている
　 ０点から５ｍの位置に印をつけてＣ点とします。

② 本機を90°移動させてＡ点に照射していた縦ライン１をＣ点に
　 正確に合わせます。（地墨十字線が０点にあることを確認して
　 ください。

Ａ Ｂ５ｍ ５ｍ０

５ｍ

Ｃ

 

Ａ Ｂ５ｍ ５ｍ０

５ｍ

Ｃ

③ この時、Ｂ点と実際のレーザーラインのズレ量をスケール
　 で測ります。ズレ量が４.５ｍｍ以下なら正常です。

④ 以上の要領ですべてのおおがね点検を実施します。おおが
　 ね精度が許容値を超えている場合は、点検・調整が必要で
　 すので販売店を通じて当社へご依頼ください。

Ａ ５ｍ ５ｍ０

５ｍ

Ｃ

取扱説明書（精度点検編）
（使用方法編）

レーザー墨出し器

TLL-３DG 



使用方法（１）
④乾電池ホルダによる電源供給
新しいアルカリ乾電池４本を＋、－の向きを正しく入れ、乾電池
ホルダの電極を下に向けて本機に挿入します。
電池ボックス蓋をしっかりと閉めます。

⑤専用ＡＣアダプタによる電源供給
前項③同様、本機に専用ＡＣアダプタを接続してご使用ください。

⑥市販のモバイルバッテリによる電源供給
モバイルバッテリと本機をＵＳＢケーブルで
接続します。

三脚台座
シフティング機構により、本機のクロスレーザーラインを地墨点
（基準点）に簡単に一致させることができ、微動つまみを回す
ことで基準合わせが容易に行えます。

①

②

③

① 本機取付面
② ロック解除レバー
③ 調整ネジ脚
④ シフト固定つまみ
⑤ 微動つまみ
⑥ 三脚取付ネジ
（Ｗ５/８) 

⑤

④

⑥

使用方法
■本機の取り付け方
① 三脚台座の図示部と本機の切り欠き
　 部(溝）を合わせながら、取付面に
　 落とし込みます。
② 本機を矢印の方向に回転させ、
「カチッ」と音がするまで回します。
本機と三脚台座が固定されます。

■本機の据え付け方
① 三脚台座と地墨点の位置関係は、図示の
　 ようにします。
② 本機の気泡管の泡が、サークルの中央に
なるように３本の調整ネジ脚で調整します。

■地墨点とクロスラインを一致させる
① 本機の電源スイッチをＯＮ側に回します。
「縦ボタン」を３回押しクロスラインを照射
します。

② 三脚台座のシフト固定つまみをＬＯＣＫから
ＵＮＬＯＣＫ方向に回します。
本機を平行に移動できます。

③ 地墨点にクロスラインが一致するように本機
を平行移動させ、さらにどちらかの縦ライン
レーザーを、遠方の基準線上におおまかに
合わせます。本機の上部を軽く手で抑えな
がら、シフト固定つまみをＬＯＣＫ側に
回します。

④ もう一度、気泡管と地墨点とクロスラインが、
一致していることを確認して、微動つまみを
回し、先ほどおおまかに合わせた遠方の基準線
に縦ラインレーザーを正確に合わせます。

■本機の取り外し方
ロック解除レバーを押しながら、本体を反時計回りに突き当たる
まで回転させることで、取り外せます。

ベースプレート
本機を三脚に取り付けて作業するときに使用します。

使用方法

使用方法

レーザーライン光の特徴
■レーザーライン光について
本機は一つのレーザーヘッド組から３６０°全周にわたりレーザー
ラインを照射しますが、ダイレクト半導体レーザーと円錐ミラーの
構造的な面から全方向に均一なライン光、ライン幅を照射させるこ
とはできません。
半導体レーザーの光源が楕円で射出するため、円錐ミラーで拡散
されたライン光は長軸方向は太くて明るく、短軸（９０°）方向で
は、細くて薄いライン光を照射します。１８０°方向では長軸方向
のため太くて明るいライン光を照射します。

■各種電源の接続方法
【専用リチウムイオン充電池の接続・充電方法】
①乾電池ホルダの取り出し方
電源スイッチがＯＦＦになっていることを確認して電池ボックス
蓋を開き、乾電池ホルダを取り出します。

②専用リチウムイオン充電池の装着方法
専用リチウムイオン充電池の電極を下に向け、
本機に挿入し、電池ボックス蓋を閉めます。防
塵防水性能を維持するために端を押し、電池ボ
ックス蓋がしっかりと閉まっていることを確認
してください。

③ 専用リチウムイオン充電池の充電方法
専用ACアダプタにＵＳＢケーブルのＡ型プラグ
を挿入し、もう一方のＣ型プラグを各入力端子に挿入します。

 ・直接充電する場合
充電中は専用リチウムイオン充電池にある
パイロットランプが赤色に点灯し、充電が
完了すると消灯します。
・本機経由で充電する場合
事前に本機に専用リチウムイオン充電池を
装着しておきます。充電中は本機の電源パ
イロットランプが点滅し、完了するとパイ
ロットランプは消灯します。
充電しながらレーザーを照射させて作業することができます。
この場合は、充電が完了すると電源パイロットランプが点滅
から点灯に変わります。

充電中に専用リチウムイオン充電池を取り外さないでください。
早期劣化の原因となります。専用リチウムイオン充電池を取り外し
た後、約６０秒間電源パイロットランプが点滅することがあります
が異常ではありません。

注

乾電池ホルダは必ず取り外してください。
注

・モバイルバッテリは出力２Ａ以上のものをご使用ください。
・専用ＡＣアダプタを使用後は、本機のＡＣアダプタ入力端子カバー
をしっかりと閉めてください。水や異物の侵入により故障の原因と
なります。

注

使用方法（２）
■起動・停止方法
【起動方法】
　電源スイッチをＯＮ側に回して電源を入れます。
　電源パイロットランプが点灯します。
【停止方法】
　電源スイッチをＯＦＦ側に回して電源を切ります。
　電源パイロットランプが消灯します。

電源スイッチは確実に最後まで回してください。
注

■ライン光照射切替
操作パネルより必要なレーザー光を照射させてください。
① 水平ライン光
「横ボタン」を押す毎に縦ライン光
が次のように照射されます。

② 垂直ライン光
「縦ボタン」を押す毎に縦ライン光が次のように照射されます。

③ 全ライン光照射
「横ボタン」で水平ライン光を照射し、
「縦ボタン」で縦ライン光１、２を
照射すると全ライン光が照射します。

消灯　　横ライン光

消灯　　   縦ライン光１　　縦ライン光２　     縦ライン光１、２

■輝度切替
電源投入後、ライン光を照射した時は受光器モードの設定になっています。
「高輝度／補正OFFボタン」を押すとライン光は、高輝度モードで照射します。
この時、高輝度ランプ（赤色）が点灯します。もう一度押すと受光器
モードに切替わり、高輝度ランプは消灯します。

■自動補正範囲外警告
本機は±３°の傾斜範囲内で自動補正しますが、これを超えると
ブザー音と全ライン光を点滅させて警告します。

■自動補正ＯＦＦモード
電源スイッチがＯＦＦの状態で、「高輝度／補正ＯＦＦボタン」を
３秒以上長押しすると、自動補正しないでロックされた状態のまま、
電源が投入されます。この時、電源パイロットランプ（赤色）が
点灯し、自動補正ＯＦＦランプ（赤色）が点滅します。ライン光を
照射させると、本機が傾斜してもライン光は、自動補正しないで
傾いて照射しますので、任意の勾配が必要な作業にご使用いただけます。

自動補正ＯＦＦモードを解除するには、
「高輝度／補正ＯＦＦボタン」を３秒以上長押しするか、電源
スイッチをＯＮにして、再び電源スイッチをＯＦＦにしてください。

自動補正ＯＦＦモードでは水平・垂直精度の保証ができません。
精度に関係ない場合でのみご使用ください。

注

■電池残量警告に関する事項
電池の残量が少なくなると電源パイロットランプ（赤色）が点滅
します。すみやかに新しい電池に交換して下さい。

本機取付面
三脚取付ネジ（Ｗ５/８）

ロック解除レバー

使用方法

■本機の取り付け方
① ベースプレートの図示部と本機の切り欠き部（溝）を合わせながら
取付面に落とし込みます。

② 本機を矢印の方向に回転させ、「カチッ」と音がするまで回します。
本機とベースプレートが固定されます。

■本機の取り外し方
ロック解除レバーを押しながら、本機を反時計回りに突き当たる

　 まで回転させることで、取り外せます。

昇降台
床面から水平ライン光まで約３５ｍｍ～９０ｍｍの高さ調整ができます。

昇降ネジつまみ

上昇

下降

■昇降台の使い方
① 本機を昇降台の台座に乗せます。
② 昇降台の昇降ネジつまみを回し、
水平ライン光が所定の高さになる
まで回します。

本機を落とさないように注意しながら作業してください。
注

円錐ミラー墨出し器補足説明　

光源（長軸方向） ライン光

円錐ミラー

光源（短軸方向）

■レーザーライン光の一部に欠けがある点について
本機は過酷な現場作業で使用できるよう防塵防水性能を確保する
ため、４つの支柱より構成されたカバ－部を設けています。この
支柱部の影によりライン光の一部に欠けが発生しますが異常では
ありません。

柱
シーム

押す

微動つまみ 

ＯＮ ＯＦＦ

点滅


